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チーム診療

歯科助手としての
心得および
患者さんへの対応

第

章2

・国家資格を持ち、患者さんの治療にあた
ります。
・歯科治療の中心的な役割を果たします。

歯科医師

・国家資格を持ち、歯科医師の指示によって診
療補助や歯石除去（スケーリング）、う蝕予
防処置、歯科保健指導（ブラッシング指導）
などをおこないます。

歯科衛生士

・国家資格を持ち、義歯やインレーやク
ラウンやブリッジなどを作製します。

歯科技工士

・歯科医師を介助しますが、術者として直接患者さんの
お口の中に手指を入れて治療することはできません。
・患者さんの誘導から始まって、診療に必要な器材の準
備、歯科医師の介助（診療中のバキュームの操作や器
具・材料の受け渡し）、診療後の後片付け、消毒や滅
菌などの作業をおこないます。
・材料の管理、待合室、診療室の整理・整頓もします。
・デンタルアシスタントとも呼ばれます。

歯科助手

・患者さんの登録、受付、会計、予約の管理、
金銭の取り扱いと管理、診療所内総務などの
作業をおこないます。

・歯科医院によっては、歯科助手が兼務するこ
ともあります。

受付事務

ターゲット

1. 歯科とは：歯科医院ってどういうところだろう？

（１）歯科治療とは
　口の中の病気を治し、よく噛めるようにするための処置や、疾病の予防、健康増進のための
医療です。

（２）歯科医院のスタッフ
　歯科医院でのスタッフの種類と仕事の内容は、おもに次の５つにわかれます。

（Dentist）

（DH ：Dental Hygienist）

（ＤＴ：Dental Technician）

（ＤＡ：Dental Assistant）

（Receptionist）
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口からのどまでの全体
の部分（32ページ）

2. 歯科でよく使われる用語

口腔（こうくう）

いわゆる「虫歯」のことで、細菌の出す酸
によって、歯の硬組織（エナメル質、象牙質、
セメント質）がとけること（38、104ペー
ジ）

う蝕（カリエス）

歯の表面についた細菌によって、歯周組織
（歯肉、歯根膜、セメント質、歯槽骨）に
生じる炎症性の疾患（39、105ページ）

歯周病（ペリオ）

健康な「歯肉溝」（歯と歯肉の間の溝）が
歯周病により深くなった状態（39ページ）

歯周ポケット

細菌の集まりで、
「歯垢」とも呼ば
れる（104ページ）

プラーク

歯についている歯
石などを、「スケー
ラー」と呼ばれる
器具を使って除去
すること（79ペー
ジ）

スケーリング

歯の表面のプラークが石灰化したもの
（105ページ）

歯石

歯の根の病気や歯周病によって、歯肉に膿
のたまった状態（94ページ）

歯肉膿瘍（アブセス）

歯を削った後、そこにセメントやレジン
（CR）などを詰めること（76ページ）

充填（じゅうてん）

「浸潤麻酔」の略で、局所麻酔薬を目的の
歯の周囲に注射する方法（62ページ）

浸麻（しんま）

う蝕の部分を削り、型を採り、技工によっ
て作製し、その部分に詰めるものを「イン
レー」という。金属、レジン、セラミック
スなどが用いられる（77ページ）

インレー

「コンポジットレジン」の略称。光を当て
ることにより硬化する（76ページ）

C 　R

歯が抜けてなくなること（欠損歯列）と、
歯がう蝕や外傷で部分的に失われることの
２つがある（86ページ）

歯の欠損

う蝕や歯周病、外傷などで、歯または歯冠
の大半が失われてしまった場合に、人工材
料を用いて修復することで、クラウン、ブ
リッジ、義歯などがある（84ページ）

補綴物（ほてつぶつ）

一般的には「差し歯」や「被せ物」と呼ば
れる。歯の全体を覆うもの（84ページ）

クラウン

１〜２本の歯が抜けてしまった場合に、そ
の両隣の歯を土台にして、間に人工の歯を
作製したもの（86ページ）

ブリッジ

いわゆる「入れ歯」のこと。歯が抜けてし
まったところを補うためのもので、「局部
義歯、部分床義歯」（部分入れ歯）と「総
義歯、全部床義歯」（総入れ歯）などがあ
る（88ページ）

義　歯

歯の色の色調と濃さの表現（Ａ系、Ｂ系、
Ｃ系など）で、シェードガイドで調べる（84、
110ページ）

シェード

上下の歯の咬み合わせのこと（37ページ）
咬合（こうごう）

赤や青の紙で、咬合接触状態を調べる時に
使用する（65ページ）

咬合紙（こうごうし）

上下の歯の対合関係を記録すること（85
ページ）

咬合採得（バイト）

口腔内の歯や顎堤などの型を採ること（66
ページ）

印象（インプ）

「テンポラリークラウン」（暫間被覆冠）の
略称。仮歯（かりば）のこと（85ページ）

TEK（テック）

外科処置後に縫い合わせた糸を取ること。
抜歯（ばっし）と区別するため

抜糸（ばついと）

口の中で切開部や傷な
どを縫うこと（94ペー
ジ）

口腔内縫合

根管治療：歯の根の中を治療すること
根管充填：根の治療の後、根に安定した材
料を詰めること（83ページ）

根治（こんち）、根充（こんじゅう）

Ｘ線とフィルムにより、表面からは見えな
い歯や骨の状態を確認するもの（52ページ）

X 線（レントゲン）

いわゆる「診療台」のこと。エアータービ
ンやバキューム、スリーウェイシリンジな
ど、治療に必要な各種の器械を一組とした
装置（16ページ）

ユニット

プラーク

歯周ポケット
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　歯科医院の設備については、基本としては次のようになっています。

⑥レントゲン室

④診療キャビネット

①玄関

①待合室

③洗口コーナー

③スタッフ用
　トイレ

③患者用
　トイレ

⑤技工室

④消毒室

パーテー
ション

コン
ピュータ

レーザー
診療室

カルテBOX

カウンセリングコーナー

プレイルーム

本箱

スロープ

スロープ

自動
スリッパ
入れ

販売コーナー

機械室

レジ

流
し
台

 ④受付
カウ
ンタ
ー

下
駄
箱

下駄箱

勝手口

サンド
ブラスター 冷蔵庫

鋳造機

オート
クレーブ

バイブ
レーター

現像機

院長室

スタッフルーム
技工用
エンジン

テレビロ
ッ
カ
ー
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・自分が勤務している医院はどうなっているでしょうか？
・設備とその使用目的を理解しましょう
・整理・整頓を心がけましょう
・器具の名前を覚えておいて、ある場所を確認しましょう

①玄関、待合室
・最初に患者さんが入ってくるところなのでいつも清潔に保ちま
しょう。

・傘立てやスリッパ、靴の整理・整頓をしましょう。
・待合室は、雑誌などが散乱しないように整理・整頓を心がけ、
また落ち着いた雰囲気を保てるように、いつも気を配るように
しましょう。

・患者さんが何か困っていないかどうかや、お子さんが一人で
待っている場合も気を配るようにしましょう。

②受付
・来院患者さんの対応や予約受付、会計業務、そして来訪者に対す
る応対をおこなう場所です。

・電話、FAX、レジスター、アポイント帳、コンピュータなどがあ
ります。

③洗口コーナー、トイレ
・いろいろな人が利用し、汚れやすい場所です。ここがきたない
と、いかにきれいに器具などを消毒していても、患者さんに「き
たなくだらしない医院」だと思われてしまいます。

・一日に数回は点検し、清潔に保ちましょう。
・トイレットペーパーやペーパータオルなどの備品の不足が起きな
いように補充します。

④診療室
・実際に治療をおこなう場所です。いろいろな器具・機械・材料な
どがあります。

ａ．診療用ユニット
・歯を削ったり、詰めたりといった、歯科治療をおこなう治療用の
いすです。

・いろいろな器具や機械などがついているので、使い方や目的を覚
え、整理・整頓を心がけます。

ｂ．消毒コーナー、印象コーナー
・使用済みの器具を滅菌消毒したり、印象のための材料を用意し、
使用できるようにする場所です。

⑤技工室
・インレーやクラウンや義歯が作製される場所です。
・技工所に外注している医院では、石膏などをついだり、
個人トレーや蝋

ろう

堤
てい

などを作ったりする簡単な技工コー
ナーのところもあります。

⑥レントゲン室
・X線（レントゲン）写真を撮る部屋で
す。X線が外にもれないように、鉛
で囲まれています。

3. 歯科医院の設備


